
（１１） ２０２１年（令和３年）９月２１日（火曜日） （第３種郵便物認可）
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「
笑
い
文
字
」

を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
満
面
の
笑
顔

の
絵
を
文
字
の
中

に
入
れ
る
手
法

で
、
筆
文
字
で
表

現
さ
れ
る
。
感
謝

と
喜
び
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
人
気

が
あ
り
、
書
籍

や
グ
ッ
ズ
も
出

回
っ
て
い
る
。

　
考
案
し
た
の

は
、
一
般
社
団
法
人
笑
い
文
字

普
及
協
会
の
代
表
理
事
、
廣
江

ま
さ
み
さ
ん
だ
。
協
会
は
２
０

１
４
年
６
月
の
発
足
。
講
師
養

成
講
座
が
あ
る
。
認
定
講
師
は

３
８
０
人
。
受
講
者
は
３
万
５

千
人
を
数
え
て
い
る
。

　
講
師
を
取
材
し
た
際
、
筆
遣

い
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
美
し

い
笑
い
文
字
が
す
ぐ
に
書
き
上

が
っ
た
。
独
特
の
世
界
に
、
感

動
し
た
。
「
書
い
て（
目
的
の
）

半
分
。
渡
し
て
完
成
」
が
笑
い

文
字
だ
と
い

う
。

　
加
須
市
向
川

岸
町
の
会
席
ぎ

ゃ
ら
り
ぃ
「
か

ら
ん
」
で

月

日
ま
で
、
笑
い
文
字
展
が
開

か
れ
て
い
る
。
見
学
だ
け
で
も

で
き
る
。

（
江
利
川
義
雄
）

笑

い

文

字
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【
お
こ
と
わ
り
】
囲
碁
・
将
棋
の
観
戦
記
欄
は
、
囲
碁
と
将
棋
を
週
替
わ
り
に

掲
載
し
ま
す
。

（図は ３三角までの局面）
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第
２
譜
】
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五
歩
　
　

同
　
歩

３
三
角
成
　

同
　
飛

４
五
桂
　
　

３
一
飛

２
四
歩
　
　

３
五
角

２
九
飛
　
　

２
四
角

２
二
歩
　
　

１
三
桂

１
五
歩
　
　

同
　
歩

同
　
香
　
　

１
四
歩

同
　
香
　
　

６
六
歩

同
　
銀
　
　

３
二
銀

（
指
手

）

　
＝

１
回
戦

＝
　
　
　
　

新

後

浩

司

　
　

先
手

（
川
　
　
口
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さ
い
た
ま
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（
本
日
指
了
図
は

３
二
銀
ま
で
）
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こ
の
日
の
参
加
者
は

人
。
約
半
数

の

人
が
、
第
１
・
２
予
選
で
敗
退
し

た
再
挑
戦
組
だ
っ
た
。
こ
れ
が
最
終
予

選
な
の
で
、
こ
こ
を
ク
リ
ア
で
き
な
い

と
県
大
会
出
場
の
望
み
が
絶
た
れ
る
。

　
新
後
さ
ん
は
、
川
口
に
あ
る
大
野
八

一
雄
七
段
の
自
宅
教
室
に
通
っ
て
い

る
。
教
室
で
今
年
の
予
選
方
式
が
変
わ

っ
た
こ
と
を
告
げ
る
と
「
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
強
い
人
と
指

し
た
い
で
す
ね
」
と
言
う
。

　
県
代
表
ク
ラ
ス
の
選
手
と
当
た
る
か

ど
う
か
は
く
じ
運
次
第
だ
が
、
勝
敗
を

度
外
視
し
て
強
豪
の
胸
を
借
り
た
い
と

い
う
の
は
志
が
高
い
。

　
自
然
な

４
五
歩
の
仕
掛
け
を
得
て

先
手
好
調
で
あ
る
。
新
後
さ
ん
は
こ
こ

か
ら

秒
将
棋
。
相
次
い
で
斉
藤
君
も

秒
読
み
に
な
り
、
時
間
に
追
わ
れ
て
こ

れ
を

同
歩
と
取
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ

は

４
二
飛
と
寄
る
く
ら
い
で
ま
だ
互

角
だ
っ
た
。

　
新
後
さ
ん
は
「

４
五
同
歩
を
見
て

優
勢
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」
と
言

う
。
角
交
換
後
の

４
五
桂
が
何
と
も

気
持
ち
の
い
い
跳
躍
だ
。

　
た
だ
そ
の
後
の

２
二
歩
―

１
五

歩
は
や
や
方
向
違
い
で
、
教
室
の
大
野

七
段
は
「

５
三
桂
成

同
金

２
四

飛

同
歩

４
二
角
で
決
ま
っ
て
い
た

で
し
ょ
う
」
と
指
摘
す
る
。

　
新
後
さ
ん
は
対
局
中
、
飛
車
を
切
る

の
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、

先
生
の
話
を
聞
く
と
納
得
し
て
い
た
。

　
「

１
五
同
歩
で
は

４
六
歩
と
打

つ
か
、

４
四
銀
と
立
っ
て
反
撃
す
る

べ
き
で
し
た
。
斉
藤
君
は
少
し
受
け
す

ぎ
ま
し
た
ね
」
と
大
野
七
段
。

（
佐
藤
啓
）

高

い

志

分
散
登
校
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
に
臨
む
生
徒
ら

＝
久
喜
市
立
鷲
宮
中
学
校

　緊急事態宣言を受け、久喜市は夏休み明け、学校と自

宅で同じ授業に取り組む「ハイブリッド授業」を導入し

た。感染防止に効果を発揮した一方、保護者の声からは、

さまざまな課題も浮き彫りになった。　　（保坂直人）

　
■
分
散
登
校

　
市
は
コ
ロ
ナ
禍
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
学
習
支
援
を
本
格

化
。
８
月
末
か
ら
の
分
散
登
校
に

合
わ
せ
、
子
ど
も
が
学
校
と
自
宅

で
、
同
じ
授
業
に
取
り
組
む
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
」を
導
入
し
た
。

　
市
教
委
指
導
課
の
川
島
尚
之
さ

ん
は
「
感
染
症
対
策
と
学
び
の
継

続
と
い
う
視
点
か
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
授
業
に
取
り
組
ん
だ
」と
す
る
。

　
多
く
の
小
中
学
校
で
１
ク
ラ
ス

の
児
童
・
生
徒
を
２
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
交
互
に
登
校
。
片
方
の
グ

ル
ー
プ
が
教
室
で
、
も
う
片
方
が

自
宅
か
ら
同
じ
授
業
に
参
加
す
る

形
式
だ
。

　
分
散
登
校
の
期
間
、
ク
ラ
ス
タ

ー
や
学
級
閉
鎖
は
な
く
、
感
染
対

策
と
し
て
一
定
の
効
果
が
出
た
。

　
■
保
護
者
の
声

　
一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
拡

大
に
よ
り
、
課
題
が
よ
り
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

が
、
市
内
小
中

校
ほ
ど
の
保
護

者
か
ら
集
め
た
声
を
ま
と
め
た
。

　
「
や
っ
ぱ
り
家
だ
と
集
中
力
が

続
か
な
い
」、「
仕
事
は
な
る
べ
く

在
宅
に
変
更
し
付
か
ず
離
れ
ず
」、

「
現
時
点
で
は
家
庭
、
特
に
保
護

者
へ
の
負
担
が
大
き
く
」
…
。

　
自
宅
に
子
ど
も
だ
け
を
残
す
、

昼
食
の
準
備
、
学
童
と
の
連
携
、

仕
事
と
の
両
立
な
ど
、
親
の
不
安

や
負
担
の
声
が
多
く
上
が
っ
た
。

先
生
と
子
ど
も
が
う
ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
て
い
な
い

と
い
っ
た
指
摘
も
あ
っ
た
。

　
同
連
合
会
は
内
容
を
市
、
市
教

委
に
提
出
。福
田
泰
隆
会
長
は「
先

生
た
ち
の
頑
張
り
を
評
価
す
る
声

も
多
い
。
親
の
立
場
か
ら
は
多
様

な
意
見
が
あ
り
、
ぜ
ひ
参
考
に
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
■
受
験
へ
の
影
響

　
こ
う
し
た
保
護
者
の
声
に
配

慮
。
感
染
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ

り
、
市
は

日
か
ら
通
常
登
校
に

戻
す
。
た
だ
し
感
染
不
安
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
な
ど
の
理
由
で
登
校
し

な
い
場
合
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授

業
に
参
加
す
る
選
択
肢
を
残
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
教
員
、
保
護
者
が
問
題

視
す
る
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授

業
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
出
席
停
止
」
と
な
る
点
だ
。
と

り
わ
け
中
３
生
と
そ
の
保
護
者
は

「
登
校
」
日
数
が
減
る
こ
と
で
、

受
験
へ
の
悪
影
響
に
気
を
も
む
。

　
市
立
鷲
宮
中
学
校
の
青
木
真
一

校
長
は
「
先
生
と
生
徒
が
同
じ
授

業
を
受
け
な
が
ら
、
出
席
に
な
ら

な
い
の
は
理
不
尽
。
納
得
い
か
な

い
の
は
当
た
り
前
」
と
制
度
へ
の

不
満
を
明
か
す
。

　
そ
の
上
で
教
員
と
生
徒
が
実
際

に
や
り
と
り
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
」
と
、
授
業
を
一
方
的
に
見

る
だ
け
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
」

を
分
類
す
べ
き
と
、
今
回
の
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
」を
振
り
返
る
。

　
市
は
文
科
省
、
県
の
方
針
、
周

辺
自
治
体
と
の
比
較
を
考
慮
。
今

後
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
に
参
加

し
た
場
合
、
「
出
席
」
扱
い
に
す

る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
試
行
錯
誤
の
中
で
進
む
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
学
習
支
援
。
青
木
校

長
は
「
何
も
や
ら
な
い
の
が
一
番

簡
単
だ
が
、
そ
れ
で
い
い
わ
け
が

な
い
。
困
難
な
状
況
で
も
教
育
を

止
め
な
い
、
子
ど
も
の
学
び
を
止

め
な
い
こ
と
が
な
に
よ
り
大
切

だ
」
と
語
っ
た
。

最
終
審
査
会
で
審
査
員
を
前
に
プ
レ
ゼ

ン
を
行
う
事
業
者
＝

日
午
後
、
日
高

市
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
地
域
活
性
化
や
地
域
の
課
題
解

決
に
貢
献
す
る
事
業
者
を
支
援
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
ひ
だ
か
ん
フ
ァ
レ
ン
ス
」

が
実
施
さ
れ
、
最
終
審
査
会
が

日
に
日
高
市
内
で
行
わ
れ
た
。
主

催
は
、
飯
能
と
日
高
地
域
の
若
手

経
営
者
ら
が
集
ま
る
飯
能
青
年
会

議
所
で
、
日
高
市
で
は
初
の
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
る
。
最
終

選
考
に
残
っ
た
５
社
と
ゲ
ス
ト
プ

レ
ゼ
ン
タ
ー
１
社
が
、
地
域
の
特

性
や
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し

な
が
ら
課
題
解
決
を
図
る
ソ
ー
シ

ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
表
。
優
秀
な

事
業
に
認
証
が
与
え
ら
れ
た
。

　
長
年
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

取
り
組
み
、
事
務
局
の
審
査
を
経

て
ゲ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て

発
表
し
た
ア
リ
サ
ン
（
ジ
ョ
ン
・

べ
リ
ス
社
長
）
が
ゴ
ー
ル
ド
認
証

を
受
け
た
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
い

う
言
葉
が
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ

た

年
以
上
前
か
ら
、
農
薬
や
化

学
肥
料
を
使
わ
な
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
食
品
を
輸
入
販
売
し
、
持
続
可

能
な
食
や
自
然
環
境
保
全
な
ど
を

発
信
し
続
け
て
き
た
点
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。

　
最
終
審
査
会
で
最
も
評
価
の
高

か
っ
た
日
高
都
市
ガ
ス
（
和
井
田

高
史
社
長
）が
シ
ル
バ
ー
を
獲
得
。

「
負
動
産
を
富
動
産
へ
」を
掲
げ
、

官
民
が
連
携
し
た
空
き
家
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
通
じ
て
人
口
減
少
と
地

域
活
性
化
を
図
る
事
業
を
発
表

し
、
日
本
全
国
の
空
き
家
問
題
に

も
応
用
で
き
る
事
業
と
評
価
さ
れ

た
。

　
ブ
ロ
ン
ズ
認
証
は
、
学
校
の
学

習
机
の
天
板
を
抗
ウ
イ
ル
ス
板
に

交
換
す
る
事
業
を
行
う
ノ
ア
（
野

村
成
良
社
長
）
、
複
合
型
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
施
設
を
拠
点
に
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
行
う
カ
ワ
ズ
（
北
川

大
樹
代
表
）
、
同
市
特
産
の
ク
リ

を
活
用
し
て
町
お
こ
し
を
す
る
ク

リ
メ
ン
（
日
高
市
武
蔵
台
）
が
そ

れ
ぞ
れ
受
け
た
。

　
認
証
事
業
者
は
今
後
、
専
門
家

ら
か
ら
事
業
支
援
や
資
金
調
達
の

助
言
を
受
け
、事
業
推
進
を
図
る
。

　
最
終
審
査
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
の

様
子
は
、

月

日
か
ら
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
動
画
配
信
さ
れ
る
予

定
。
　
　
　
　
　
（
山
田
浩
美
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

来
場
者
の
名
前
を
笑
い
文
字
に
し

て
、
記
念
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う

イ
ベ
ン
ト
が

月
３
日
と

月

日
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
午
前

時

半
か
ら
午
後
２
時
ま
で
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　
か
ら
ん
の
女
将
、
増
田
り
え
子

さ
ん
（

）
は
「
２
人
が
う
ち
に

食
事
に
来
ら
れ
た
際
、
展
示
会
が

決
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
、
し

っ
か
り
対
策
し
た
上
で
、
皆
さ
ん

に
お
な
か
い
っ
ぱ
い
、
心
も
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
笑
い
文

字
だ
け
を
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
て

も
い
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
江
利
川
義
雄
）

委 威
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暮らしの情報、疑問などをお寄せください。
埼玉新聞（☎048・795・9161）

石
上
寺
境
内
で
見
頃
を
迎
え
た
満
開
の
白
い
曼
珠
沙
華
＝
熊
谷
市
鎌
倉
町

個
性
豊
か
な
作
品
１
０
０
点
以
上
が
並

ぶ
、秩
父
美
術
館
公
募
展
＝

日
午
前
、

秩
父
市
永
田
町

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
笑
い
文
字
」
の
楽
し
さ
に
つ
い
て
話
す
永
栄
和
子
さ

ん
＝
加
須
市
向
川
岸
町
の
会
席
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ「
か
ら
ん
」

満
面
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
「
笑
い
文
字
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
秩
父
市
永
田
町
の
秩
父
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
「
第

回
秩
父

美
術
館
公
募
展
」
が
始
ま
っ
た
。

県
内
在
住

〜

代
の
約

人
が

油
彩
画
や
水
彩
画
、
水
墨
画
な
ど

の
作
品
１
０
０
点
以
上
を
出
品
し

て
い
る
。

　
会
場
に
は
、
秩
父
地
域
の
風
景

画
や
人
物
画
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を

問
わ
ず
個
性
豊
か
な
絵
画
が
所
狭

し
と
並
ぶ
。
日
展
会
員
の
浅
見
嘉

正
さ
ん
や
倉
林
愛
二
郎
さ
ん
ら
計

人
が
審
査
員
を
務
め
、

作
品

が
入
賞
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

が
、今
年
は
感
染
対
策
を
徹
底
し
、

安
心
し
て
鑑
賞
で
き
る
空
間
を
提

供
し
て
い
る
。
同
館
の
西
勝
寿
館

長
（

）
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
皆
さ
ん

の
熱
意
を
感
じ
な
が
ら
、
じ
っ
く

り
と
美
術
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
展
示
は

日
ま
で
。
時
間
は
午

前

時
か
ら
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
館
（
☎
０

４
９
４
・
２
３
・
１
１
７
７
）へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
野
春
夫
）

県
内
の

人
が

作
品
超
出
品

秩
父
美
術
館
公
募
展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
熊
谷
市
鎌
倉
町
に
あ
る
石
上
寺

境
内
に
あ
る
約
４
０
０
本
の
白
い

曼
珠
沙
華
（
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
）
が
見

頃
を
迎
え
て
い
る
。

　
毎
年
、
彼
岸
の
時
期
に
な
る
と

咲
く
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
赤
、
白
、
黄

色
が
あ
る
。
８
年
前
、
地
元
歯
科

医
院
関
係
者
が
球
根
五
つ
を
植
え

た
と
こ
ろ
、
年
々
、勢
い
を
増
し
、

い
つ
の
間
に
か
一
面
を
覆
う
よ
う

に
咲
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
第

世
住
職
岡
安
哲
也
さ
ん

（

）
は
、
「
赤
い
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

の
群
生
は
よ
く
見
ま
す
が
、
白
は

珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
純
白
の
曼

珠
沙
華
は
見
る
者
の
悪
業
を
は
ら

う
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　
（
タ
ウ
ン
記
者
・
栗
原
和
江
）

白
の
曼
珠
沙
華

本
が
満
開
に

熊
谷
の
石
上
寺

　
加
須
市
向
川
岸
町
の
会
席
ぎ

ゃ
ら
り
ぃ
「
か
ら
ん
」
で

日
、

一
般
社
団
法
人
笑
い
文
字
普
及

協
会
の
上
級
講
師
、
永
栄
（
な
が

え
）
和
子
さ
ん
（

）
と
同
中
級

講
師
の
金
井
由
生
子
（
ゆ
う
こ
）

さ
ん
（

）
に
よ
る
「
笑
い
文
字

展
」
が
始
ま
っ
た
。

月

日
ま

で
。

　
永
栄
さ
ん
は
羽
生
市
在
住
。
笑

い
文
字
の
笑
顔
に
魅
了
さ
れ
て
協

会
の
講
座
を
受
講
。
２
０
１
７
年

に
講
師
に
な
っ
た
。
地
元
羽
生
市

で
開
催
の
「
世
界
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

さ
み
っ
と
ｉ
ｎ
羽
生
」
の
ブ
ー
ス

で

、

、

年
と
３
年
間
、
笑

い
文
字
の
普
及
を
行
う
な
ど
し
て

い
る
。

　
金
井
さ
ん
は
７
月
に
加
須
市
か

ら
群
馬
県
前
橋
市
に
転
居
し
た
。

年
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
さ
み
っ
と

で
永
栄
さ
ん
と
出
会
い
、
受
講
。

年
に
講
師
に
な
っ
た
。
今
年
３

月
に
は
加
須
市
内
の
全

の
小
学

校
、
約
９
２
０
人
の
卒
業
生
に
児

童
の
名
前
の
笑
い
文
字
を
贈
っ
て

い
る
。

　
２
人
と
も
、
笑
い
文
字
の
講
座

を
受
け
持
っ
て
い
る
。
か
ら
ん
の

名
前
に
〝
加
須
の
団
欒
（
だ
ん
ら

ん
）
〞
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
永
栄
さ
ん
は
「
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
団
欒
の
笑
顔

を
増
や
し
た
い
。
笑
い
文
字
で
癒

や
さ
れ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
作

品
は
、
２
人
を
中
心
に
約

点
を

展
示
。
う
ち
約
半
数
は
受
講
生
の

作
品
に
し
た
。

　
笑
い
文
字
に
は
、
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
る
。
団
欒
の
欒
に
は
笑
顔

が
３
人
、
千
客
萬
来
益
益
繁
盛
に

は
７
人
、
縁
に
は
４
人
、
動
物
と

暮
ら
す
に
は
５
人
、
リ
モ
ー
ト
飲

み
会
に
は
３
人
、
家
族
愛
に
は
３

人
が
入
っ
て
い
る
。
見
る
だ
け
で

笑
顔
に
な
れ
る
。

　
永
栄
さ
ん
、
金
井
さ
ん
が
直
接


